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はじめに
　ピアノレッスンの指導者として、どうにも駆られる思いがある。限られたレッスン時間で効
率的に学生や生徒（以下、学生とする）を上達させることが求められる時、そこには筆者自身
の指導の矛盾やストレスがある。それらが目の前に立ちふさがる時、筆者の思いを占拠するの
はイギリスの格言だ。‘You can lead a horse to water, but you can’t make him drink.’訳せば、「馬を
水辺に連れて行くことはできても、水を飲ませることはできない」である。
　この格言にある「馬を水辺に連れていくこと」について、角度を変えて捉えれば、どんな「馬
をも水辺に連れて行くことは出来る」と読める。ピアノ指導に置き換えると、学生たちがレッ
スンを受ける環境──イギリスの格言でいうところの、水辺──をいかに整えられるかが、指
導者の役割の一つだ。それは、指導する対象、すなわち「限られた時間のうちで上達させるこ
とが求められる」楽曲と学生の力量をより深く知り、指導法においては、一指導者としての探
究心を常に持ち続けることだ。
　保育者養成教育の現場では、どうしても限られた時間のうちで上達させることが求められる。
バイエル教則本については、これまでも多く研究されてきていると認識している。しかし、自
分自身で再度演奏しなおしてみたり、楽譜を調べたりすることで、筆者のバイエル教則本への
評価を再構築をしてみたい。そのような動機に端を発して、今回、バイエル教則本の楽曲分析
を行う。学生たちが生き生きと、それぞれの「水辺で水を飲む」姿を思い描きながら。
Ⅰ　バイエルピアノ教則本について
１．作曲家としてのバイエル
　近年、フェルディナント・アウグスト・バイエル（Ferdinant August Beyer; 以下、バイエル
とする）についての研究が安田（2012）や小野ら（2016）などにより飛躍的に前進した。バイ
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エルの出生は諸説存在したが、現在では1806年にドイツの小都市クヴェアフルト（Querfurt）
に生を受けたことが判かっている。作曲家・編曲家・ピアニストとして活躍し、1863年にマ
インツ（Mainz）で没した（1）。主に、当時流行した楽曲をピアノ用に編曲するなどの活動を行い、
ドイツの楽譜出版社であるショット社が1900年に発行した出版目録には、バイエルの作品が
多く掲載されている（2）。以下、本稿では、「バイエル」を人物の呼称、「バイエルピアノ教則本」
をバイエルによるピアノ教則本の呼称とする。
２．バイエルピアノ教則本について
　我が国では、「バイエルピアノ教則本」として、ピアノの導入メソッドの古典且つ代表的な
存在として名高いテキストである。「1850年に上流階級の子供のための教則本としてドイツで
出版され、その後驚異のベストセラーとなり、果ては日本で独自の文化を形成するまでになっ
た（3）」ピアノのための教則本である。原題は『Vorschule im Klavierspiel für zartestens Alters（幼
い生徒のためのピアノ奏法の予備教本）』である（4）。作品番号として「Op.101」がふられている。
ここから推察されるのは、バイエルが、それまでに100曲又は100の作品群を作曲したことで
ある。安田（2012）によれば、バイエルの作品を出版していたショット社のカタログの「作品
百五十六番まであるバイエルの作品の中で編曲ではなくオリジナル作品はバイエル・ピアノ教
則本だけ」である（5）。加えて、‘Vorschule’は未就学児童の幼稚園や保育園などの教育施設であ
り、導入のメソッドとして編纂された事が解る。
　序文には、バイエルがこの作品群をどの様な意図を持って作曲したかが記述されており、興
味を惹かれる。バイエルがこの曲集を作成した意図は、「はじめてピアノをひく人が最もやさ
しい方法で、良いピアノ奏法を会得するように手ほどきをするという目的 „Vorliegendes 
Werkchen hat den Zweck, den angehenden Klavierspieler auf die möglich leichteste Weise in die schöne 
Kunst des Klavierspieles einzuführen“（6）」としている。また、その対象を「特に幼い者 „für 
Kinder, selbst des zartestens Alters“（7）」としている。そして、曲集の使用期間を１年～２年とし、
音楽の素養のある子どもの両親に対し、子どもがピアノのレッスンを受け始める前までの導入
書としての位置づけが可能な旨の記載がある（8）。
　安田（2012）は、バイエル教則本の成立の背景について次のように示している。バイエル教
則本が誕生した1850年頃の一般的なピアノ教則本が「文字で埋め尽くされ」ており、「ピアノ
という機械を操作するための完全マニュアル」のようなものであった。にもかかわらず、「バ
イエルはその中でもえらくやさしい練習曲を書いた」と指摘されているのである（9）。
Ⅱ　バイエルピアノ教則本の楽曲分析
１．楽曲分析の方針
　ここでは、筆者がバイエル教則本の楽譜を眺め、又、自身で繰り返し演奏し、その中で気づ
いたことを記述する。楽曲分析の方法は、「様式分析（stylistic analysis）が厳密な意味での科
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学ではないこと」であり、「永久に固定化された不変の方法論もない」ことに筆者も異論はな
い（10）。同時に「どんな様式の音楽にも使える単一システムの確立を目指し」たり、「広い視点
から音楽を捉え、様式の発展や広範な文化との関連を重視」したりする現状の試行錯誤の枠を
出ることは難しい（11）。
　今回、楽曲分析および考察等を行っていくにあたり、全音楽譜出版社の「全訳バイエルピア
ノ教則本」（以下、「全訳バイエル教則本」とする）を使用する。筆者が保育者養成校において
採用しているのは、同じく全音楽譜出版社の「標準バイエルピアノ教則本」である。全訳バイ
エル教則本にはバイエルによる記載や指示が多く、初学者が学ぶにはそれらを間引いてある標
準バイエル教則本の方が扱いやすいと考えているためである。一方、バイエルの意図や考えが
解り、標準バイエル教則本と同様に入手しやすいということが、今回、全訳バイエル教則本を
底本とした理由である。また、必要に応じ初版のバイエル教則本（以下、「初版バイエル教則本」
とする）を参照することにする（12）。
２．楽曲分析（予備練習まで）
⑴　楽典等について
　全訳バイエル教則本の冒頭の一部には、「楽譜の変遷」と題し、10世紀の「ネウマ譜」や、
西暦1550年ごろの「装飾画のついたイスパニアの修道院の楽譜」等が示されている（12）。これは、
ただ単にピアノの技術を習得することが目的なのではなく、芸術としての音楽を表現する方法
としてピアノの技術を身に付けることを目的としているような印象を筆者は抱く。
① 初歩の楽典（Anfangsgründe für die Klavierspieler）
　続いて、ピアノ演奏に必要とされる楽典の知識についての記載がある。ここには、譜表、線、
間、加線、音部記号（ト音記号、ヘ音記号）、これらによる音名の例示があり、音程の初歩も
示される（13）。例示されている音域は高音部譜表の F3～A6、低音部譜表の F1～A4である。音
名は日本音名、ドイツ音名、英音名が主であり、イタリア音名とフランス音名については僅か
な記述があるに留まっている。初版バイエル教則本に目を向けると、こちらはドイツ語及びド
イツ音名と、フランス語及びフランス音名の記載である。バイエルは、当時のベストセラー教
則本であり、今筆者が手にしている全訳バイエル教則本は、英語に翻訳されたものから更に日
本仕様に翻訳されたものと考えることができる。
② 音符と休符の長さ（Geltung der Noten und der Pausen）
　ここには、全音符～64分音符及び同価の休符、連符（３連符、５連符、７連符）、付点音符
と複付点音符及び同価の休符、大譜表、小節、縦線、拍子（4/4、2/4、3/4、6/8、3/8、9/8）の
記載がある。拍子については、拍子の系統や、強拍と弱拍についての説明もされている（14）。
③ 変化記号（Versetzungszeichen）
　ここには、嬰記号（♯）、変記号（♭）、本位記号（㽇）と、変化記号の付いた音名について
記載されている。それらに関連し半音階の説明がある。また、異名同音について、対応する鍵
盤と共に説明されている。この項の最後には、「６オクターブの鍵盤と音名の関係」として、「中
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央のハ」を中心とする鍵盤図と、ピアノを演奏するときの「姿勢について」記述がある（15）。
音名については、高音部譜表は F3～F7、低音部譜表は F1～G4である。鍵盤数を数えると73
鍵である。バイエル教則本が出版された1850年当時は、６オクターヴから６オクターヴ半く
らいの鍵盤数のピアノが標準的であったので、それを反映したものと考えられる。
⑵　予備練習について
　楽典の記載に続き、右手・左手・両手の打鍵練習が楽譜を伴って提示される。右手がC5付近、
左手が C4付近と全体に高めの音域で書かれている。これは、低音と比較して打鍵に大きな力
を要しないことと、音域により音の粒立ちが鮮明になること、音感教育の側面等、様々な理由
を想起させる。これらの２ページにわたる「練習」に際しバイエルは学習者に対し「先生の指
導のもとに暗譜で」弾くように指示している。そして、「次の曲をやるために必要な事項がよ
く理解できたら、この打鍵練習をやりながら」次に進むことを許可している（16）。これは、私
自身のピアノ指導の経験に照らし合わせても、学習者に対する高いハードルを課しているよう
に感じるのを禁じえず、驚きすら感じる。
① 右手の指の打鍵練習（Übungen im Anschlage der Finger der rechten Hand）
　練習の方法として、「どの指も、次の指が鍵盤を打った瞬間に上げるようにしなければなり
ません。（指の上げ方が早くてもおそくてもいけません。これはピアノ奏法のなかで、ひじょ
うに大切なものの一つですからよく守って練習をしてください。）」と指示されている。続いて、
「指の運動はどれも平均していなければなりません。そのためにはじめはゆっくりと練習しま
しょう。」と練習方法の助言がある。更に、「打鍵はあまり強くなりすぎないようにしてくださ
い。そうしないと手や指の筋肉が緊張して固くなり、そのために演奏が困難なものになること
があるからです。これから始める各練習曲は、先生からお許しが出るまで何回も根気よくくり
返して練習してください。」と、指導者とのレッスンの進め方にも言及される（17）。
　この項は、全部で24の練習から成り立っている。この24曲の練習について、拍子、音域、
指使い、小節数、後から扱われる「左手の指の打鍵練習」及び「両手で一緒にひく練習」との
相互関係について、項目別分類表を作成する【表１】。
　拍子は4/4と3/4、音域は C5-G5の５指以内に収まっている。指づかいは「書く必要がない」
と判断される部分は割愛されている。学習者自身に指づかいを判断させるように仕向けている
と考えられる。演奏上の小節数は３小節～９小節、記譜上の小節数は２小節～５小節の範囲内
である。「左手の指の打鍵練習」との関係性は多く見出せるが、「両手で一緒にひく練習」との
関係性はより希薄となる。
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【表１】「右手の指の打鍵練習」の項目別分類
番号 拍子 音域 指づかい※1 小節数①
※2
小節数②
※3
左手との
関係※4
両手との
関係※5
1 C C5-D5 1-2-1-2-1 3 2 〇 〇
2 3/4 C5-E5 1-2-3-1 3 2 〇 ×
3 3/4 C5-E5 3-2-1-(3) 3 2 〇 ×
4 C C5-E5 1-2-3-2-(1) 3 2 〇 ×
5 C C5-F5 1-2-3-4-(1) 3 2 〇 ×
6 C C5-F5 4-3-2-1-(4) 3 2 〇 ×
7 3/4 C5-F5 1-2-3-4-(3-2-1) 5 3 〇 〇
8 C C5-G5 1-2-3-4-(5) 3 2 〇 △
9 C C5-G5 5-4-3-2-(1) 4 2 〇 ×
10 C C5-G5 (1-2-3-4-5-4-3-2-1) 5 3 〇 ×
11 C C5-G5 1-2-1-3-1-4-1-5-1 5 3 〇 ×
12 3/4 C5-G5 1-3-5-1 3 2 〇 ×
13 C F5-G5 5-4-5-4-5 3 2 〇 〇
14 C E5-G5 5-4-3-4-(5) 3 2 〇 〇
15 3/4 D5-G5 5-4-3-2-3-4-(5) 5 3 〇 〇
16 C C5-G5 5-4-3-2-1-2-3-4-(5) 5 3 〇 〇
17 C C5-G5 5-4-5-3-5-2-5-1-(5) 5 3 〇 ×
18 C C5-G5 1-3-5-3-(1) 3 2 ◎ ×
19 C C5-G5 1-2-3-4-2-3-4-5-(1) 5 3 ◎ ×
20 C C5-G5 4-3-2-1-5-4-3-2-(1) 5 3 ◎ ×
21 C C5-G5 1-2-3-(2-1-2-3-)4-5-(4-3-
4-5-4-3-2-1)
9 5 ◎ ×
22 C C5-G5 2-1-3-1-4-1-5-1-4-1-3-1-2 7 4 〇 ×
23 C C5-G5 1-5-2-5-3-5-4-5-3-5-2-5-1 7 4 △ ×
24 C C5-G5 1-3-2-4-3-5-4-2-(1) 5 3 ◎ ×
筆者作表
※１かっこ内（　）の指使いは、楽譜に記載がないものを筆者が書き起こしたもの。
※２小節数は繰り返しを行った時の小節数（演奏上の小節数）
※３小節数は繰り返しを行わない時の小節数（記譜された小節数）
※４「左手との関係」とは、後述の「左手の指の打鍵練習」との関係性を筆者がまとめたもの。◎はオクター
ヴが違うだけで同一音のもの、○は音程違いのものや完全な倒置形のもの、△は音形等の関係性が認められ
るもの、×は関係がないものや関係性を見出すのが困難なもので、筆者が任意に分類を行った。
※５「両手との関係」とは、後述の「両手で一緒にひく練習」との関係性を筆者がまとめたもの。◎・○・△・
×の分類の指標は※４を参照のこと。
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【表２】「左手の指の打鍵練習」の項目別分類
番号 拍子 音域 指づかい※6 小節数①
※7
小節数②
※8
右手との
関係※9
両手との
関係※10
1 C F4-G4 1-2-1-2-1 3 2 〇 〇
2 3/4 E4-G4 1-2-3-1 3 2 〇 ×
3 3/4 E4-G4 3-2-1-(3) 3 2 〇 ×
4 C E4-G4 1-2-3-2-(1) 3 2 〇 ×
5 C D4-G4 1-2-3-4-(1) 3 2 〇 ×
6 C D4-G4 4-3-2-1-(4) 3 2 〇 ×
7 3/4 D4-G4 1-2-3-4-3-2-(1) 5 3 〇 〇
8 C C4-G4 1-2-3-4-(5) 3 2 〇 △
9 C C4-G4 5-4-3-2-(1) 4 2 〇 ×
10 C C4-G4 (1-2-3-4-5-4-3-2-1) 5 3 〇 ×
11 C C4-G4 1-2-1-3-1-4-1-5-(1) 5 3 〇 ×
12 3/4 C4-G4 1-3-5-(1) 3 2 〇 ×
13 C C4-D4 5-4-5-4-5 3 2 〇 〇
14 C C4-E4 5-4-3-4-(5) 3 2 〇 ◎
15 3/4 C4-F4 5-4-3-2-3-4-(5) 5 3 〇 ◎
16 C C4-G4 5-4-3-2-1-2-3-4-(5) 5 3 〇 ◎
17 C C4-G4 5-4-5-3-5-2-5-1-(5) 5 3 〇 △
18 C C4-G4 5-3-1-3-(5) 3 2 ◎ ×
19 C C4-G4 5-4-3-2-4-3-2-1-(5) 5 3 ◎ ×
20 C C4-G4 2-3-4-5-1-2-3-4-(5) 5 3 ◎ ×
21 C C4-G4 5-4-3-(4-5-4-3-)2-1-(2-3-
2-1-2-3-4-5)
9 5 ◎ ×
22 C C4-G4 2-1-3-1-4-1-5-1-4-1-3-1-2 7 4 〇 ×
23 C C4-G4 4-5-3-5-2-5-1-5-2-5-3-5-4 7 4 △ ×
24 C C4-G4 5-3-4-2-3-1-2-4-(5) 5 3 ◎ ×
筆者作表
※６指使いについては【表１】の注釈※１を参照のこと。また、太字下線の指使い番号については、「右手
との関係」において記載に差異があったもの。
※７【表１】の注釈※２を参照のこと。
※８【表１】の注釈※３を参照のこと。
※９「右手との関係」とは、前述の「右手の指の打鍵練習」との関係性を筆者がまとめたもの。◎・○・△・
×の分類の指標は【表１】の注釈※４を参照のこと。
※10「両手との関係」とは、後述の「両手で一緒にひく練習」との関係性を筆者がまとめたもの。◎・○・△・
×の分類の指標は【表１】の注釈※４を参照のこと。
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【表３】「両手で一緒にひく練習」の項目別分類
番号 拍子
※11
音域※12 指づかい※13 小節数
①※14
小節数
②※15
右手との
関係※16
左手との
関係※17
1 C B4-C5,E4-F4 1-2-（1-2-1）(倒) 3 2 〇 〇
2 C B4-D5, D4-F4 1-2-3-2-(1) (倒) 3 2 × ×
3 3/4 B4-E5, C4-F4 1-2-3-4-3-2-(1) (倒) 5 3 × ×
4 C B4-F5, B3-F4 1-2-3-4-5-4-3-2-1 (倒) 5 3 × ×
5 C E4-F5, B3-C4 5-4-(5-4-5) (倒) 3 2 × ×
6 C D4-F5, B3-D4 5-4-3-4-(5) (倒) 3 2 × ×
7 3/4 C5-F5, B3-E4 5-4-3-2-3-4-(5) (倒) 5 3 〇 〇
8 C B4-F5, B3-F4 5-4-3-2-1-2-3-4-(5) (倒) 5 3 △ △
9 C B4-F5, B3-F4 1-3-5-3-(1) (倒) 3 2 × ×
10 2/4 B4-F5, B3-F4 1-3-2-4-3-5(倒) 6 3 × ×
11 2/4 B4-F5, B3-F4 5-3-4-2-3-1(倒) 6 3 × ×
12 C B4-F5, B3-F4 1-3-2-4-3-5-4-2-(1) (倒) 5 3 × ×
13 C C5-D5, C4-D4 1-2-1-2-1,2-1-2-1-2 3 2 〇 〇
14 C C5-E5, C4-E4 1-2-3-2-(1),3-2-1-2-(3) 3 2 〇 ◎
15 3/4 C5-F5, C4-F4 1-2-3-4-3-2-(1),
4-3-2-1-2-3-(4)
5 3 〇 ◎
16 C C5-F5, C4-G4 1-2-3-4-5-(4-3-2-1),
5-4-3-2-1-(2-3-4-5)
5 3 〇 ◎
17 C F5-G5, F4-G4 5-4-(5-4-5),1-2-(1-2-1) 3 2 × △
18 C E5-G5, E4-G4 5-4-3-4-(5),1-2-3-2-(1) 3 2 × ×
19 3/4 D5-G5, D4-G4 5-4-3-2-3-4-(5),
1-2-3-4-3-2-(1)
5 3 × ×
20 C C5-G5, C4-G4 5-4-3-2-1-(2-3-4-5),
1-2-3-4-5-(4-3-2-1)
5 3 × ×
21 C C5-D5, C4-D4 1-2-(1-2-1),5-4-(5-4-5) 3 2 × ×
22 C C5-E5, C4-E4 1-2-3-(2-1),5-4-3-(2-1) 3 2 × ×
23 3/4 C5-F5, C4-F4 1-2-3-4-(3-2-1),
5-4-3-2-(3-4-5)
5 3 × ×
24 C C5-G5, C4-G4 1-2-3-4-5-(4-3-2-1),5-4-
3-2-1-　(2-3-4-5)
5 3 × ×
筆者作表
※11太字下線の拍子記号は前述の「右手の指の打鍵練習」および「左手の指の打鍵練習」と差異があったもの。
※12右手の音域、左手の音域の順番で記載した。
※13指使いについては【表１】の注釈※１を参照のこと。また、「（倒）」とあるものは、左右が倒置形の関係
になっているので、指使いは左右共通である。
※14【表１】の注釈※２を参照のこと。
※15【表１】の注釈※３を参照のこと。
※16「右手との関係」とは、前述の「右手の指の打鍵練習」との関係性を筆者がまとめたもの。◎・○・△・
×の分類の指標は【表１】の注釈※４を参照のこと。
※17「左手との関係」とは、前述の「左手の指の打鍵練習」との関係性を筆者がまとめたもの。◎・○・△・
×の分類の指標は【表１】の注釈※４を参照のこと。
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② 左手の指の打鍵練習（Übungen im Anschlage der Finger der linken Hand）
　⑵①で示したものと同様に、項目別分類表を作成し下記する。相互関係については、既に示
した「右手の指の打鍵練習」及び、後から扱われる「両手で一緒にひく練習」を取り上げる【表
２】。
　拍子は4/4と3/4、音域は C4-G4の５指以内に収まっている。演奏上の小節数は３小節～９小
節、記譜上の小節数は２小節～５小節の範囲内である。「右手の指の打鍵練習」との関係性は
多く見出せる。それに比較し「両手で一緒にひく練習」との関係性はより希薄になる部分と、
より密接になる部分があり、興味を惹かれる。
③ 両手で一緒にひく練習（Übungen im Zusammenspielen der beiden Hände）
　⑵①及び②で示したものと同様に、項目別分類表を作成し下記する。相互関係については、
既に示した「右手の指の打鍵練習」及び、「左手の指の打鍵練習」を取り上げる【表３】。
　拍子は4/4と3/4に加え「右手」及び「左手」では扱われなかった2/4が現れる。音域は右手
が B4-G5で、各曲は５指以内に収まっている。左手の音域は B3-G4で、こちらも各曲は５指
以内に収まっている。指使いは「書く必要がない」と判断される部分は割愛されている。演奏
上の小節数は３小節～６小節、記譜上の小節数は２小節～３小節の範囲内である。「右手の指
の打鍵練習」より「左手の指の打鍵練習」の方に多く共通性が見出され、これは作成の順番に
よるものと推察することが出来る。注目すべきは、１番～12番が増４度や減５度（筆者注：
単音程に変換している）に始まり、同じ音程に戻るのを基本に設定されていることである。そ
して、13番以降はオクターヴのユニゾン奏となり、平行に進行する。
Ⅲ　初学者のための考察
　ここまで、バイエル教則本の導入部分を分析し、筆者自身がこれまでそこまで重要でないと
考えていた部分にも光を当ててみた。筆者がピアノを始めたときにはもちろん初学者であった。
ピアノ指導を始めて以降も、その指導法を試行錯誤してきた。率直に言えば、「バイエル教則
本は無味乾燥だが、保育者養成における就職試験等で扱われるので、授業のテキストとするこ
とはやむを得ない」と感じていた時期が私自身にあったのだ。
　そんな時、その考えを覆す出来事に出会った。それは、学生の「私は〇〇番が好き」や、「私
は△△番の方が好き」という何気ない発言や、授業後にバイエルのメロディーを口ずさみなが
ら教室を後にする学生の姿であった。その楽しそうに軽やかな様子から、バイエルの作った楽
曲やメロディーは、学生に存分に魅力的に感じられているのではないか、と。
　今回、楽曲分析を行ったのは、バイエル教則本の導入である。しかし、「バイエル教則本の
入り口」を再分析することで、今後更に楽曲分析を続けていくための重要な幾つかの事柄を再
認識した。その一つが、「静かにした手」（18）による導入という特徴である。
　「静かにした手」は５指のポジションを固定し、移動させずに演奏する演奏方法のことである。
バイエル教則本は、64番までがこの「静かにした手」による練習として作られている。65番
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以降は、「指くぐり」、「指広げ」、「ポジション移動」等が現れる。この、「静かにした手」によ
る導入がバイエル教則本を考えていくための鍵の一つであると強く認識しておきたい。
　バイエルがバイエル教則本を作る時に、音形等を統一するという原則よりも、音楽的である
ことを優先した形跡が窺われる。音形の整合性などの原則に則れば、今回楽曲分析を行った「導
入」においても、「右手部分」と「左手部分」と「両手部分」が共通の音形になっていて然る
べきである。しかし、一部の楽曲ではそうなっているものの、全く相互関連が見いだせない部
分も多く見られる。この、「音楽優先」の感覚と理念が、バイエル教則本を現在なお現役のピ
アノ教則本として生き続けさせている要因の一つではないのだろうか。それはまだ、確信に至っ
てはいないのが正直なところだが。
　導入あるいは入り口として、バイエルが教則本の学習者に課したハードルは、実は極めて高
いのではないか。そもそもバイエル教則本、現代の保育者養成におけるピアノ指導のテキスト
として相応わしいものなのかについては、更に考察を続ける必要があるように筆者は考えてい
る。
　バイエル教則本の効果を最大限に発揮するためには、バイエルの指示に従うことが最も素直
で真摯な方法である。しかし、それを最後まで貫徹するには時間の制約などあってはならず、
学生にも──もちろん、指導者にも、尋常ではない忍耐を課することになる。効率化にはポジ
ティヴな面とネガティヴな面があるだろうし、スマートフォン世代の学生と19世紀半ばのピ
アノ学習者との環境は、あまりに違いすぎる。指導者は、バイエル教則本の「扱い」をアレン
ジすべきか。バイエル教則本と「一定の距離を置く」方法を模索するか。選択を迫られる。当
然ながら、そのこととバイエル教則本の評価とは等価ではない。
おわりに
　クリストフ・エッシェンバッハによる1974年の演奏でバイエル教則本の演奏がある。それ
に耳を傾けたときに広がるのは、私にとって、ピアノの道に進む後輩を歓迎し、道標でありた
いとする若き鍵盤の貴公子の優しさである。機能和声の骨組み、ピアノの音色の美しさを共存
させ、外連味なく淡々とエッシェンバッハは音を紡ぐ。単純だからこそ美しく、そしてだから
こそとても、難しい。
　学生の指導者でありたいとする私が始めたバイエルの楽曲分析の旅の先は、まだまだ長い。
しかし、その長い道程にピアノ指導における重要な鍵がある気がしている。今後もこの研究を
継続していくこととし、今回はここで筆を置くこととする。
註
⑴ 安田寛 2012『バイエルの謎』新潮社、186頁。
⑵ 同書89‒92頁。
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⑶ 小野亮祐・多田純一・長尾智絵（著）安田寛（監修）2016『「バイエル」原典探訪』音楽之友社、
５頁。
⑷ 同書３頁。
⑸ 安田寛 2012、前掲書15頁。
⑹ BEYER 1955『VORSCHULE IM KLAVIERSPIEL Op.101 全訳バイエル教則本』全音楽譜出版社、
Vorwort（まえがき）„Vorliegendes Werkchen hat den Zweck, den angehenden Klavierspieler auf die 
möglich leichteste Weise in die schöne Kunst des Klavierspieles einzuführen.“訳すと、「これらの楽
曲群は、ピアノ初学者に対し、可能な限り優しい方法で、ピアノ演奏という素晴らしい芸術に
誘う目的で作られました」。これは、全訳バイエル教則本に示された和文ではなく、筆者訳で
ある。以下の註内の訳はすべて、筆者によるものである。
⑺ 同書、Vorwort（まえがき）„für Kinder, selbst des zartestens Alters“訳すと、「最も多感な時期の
子どものために」。
⑻ 同上。„Es ist dasselbe für Kinder, selbst des zartesten Alters, berechnet, und daher der Stufengang, 
ohne das Werkchen zu umfangreich zu machen, so fortschreitend als möglich gehalten worden. Daß eine 
erschöpfende Ausarbeitung aller im Klavierspiel vorkommenden Schwierigkeiten, sowie der 
Verzierungen u.s.w. nicht im Zwecke dieses Werkchens liegen konnte, wird man nach dem Gesagten 
zugeben müssen. Es sollte in der Tat nur eine Vorschule in den Anfangsgründen sein, welche dem 
Schüler während des ersten, vielleicht auch des zweiten Jahres hinlänglichen Stoff zur Tätigkeit 
darbietet. An solchen Werken dürfte wohl bis jetzt Mangel sein und es kann dasselbe selbst 
musikalischen Eltern als Leitfanden dienen, das Kind vom zartesten Alter an für den Unterricht des 
Lehrers vorzubereiten.“訳すと、「これは、最も多感な時期の子どものためを想定し、子どもが
興味を持ちながら段階を追って前進するため、広範囲に渡らないよう配慮して作られました。
ですから、ピアノ演奏の全てに渡る装飾的な要素などのような困難さの克服を徹底的に行うよ
うなものでないことは、先に述べたことに付け加えなければなりません。これは、導入期の基
礎として、最初の１～２年に渡る基礎作りとしてのみ作成したものです。この様な作品群は今
までにないもので、多感な時期の子どもがピアノ教師のレッスンを受ける前に、音楽的な家庭
において準備したり導入することが出来るものです」。
⑼ 安田寛 2012、前掲書109‒110頁。
⑽ リチャード J.ウィンジェル（著）宮沢淳一、小倉眞理（訳）2014『改訂新版　音楽の文章術』
春秋社、10頁。
⑾ 同上、10頁。
⑿ 小野亮祐・多田純一・長尾智絵 2016、前掲書13‒84頁に収載。
⒀ BEYER 1955、前掲書４頁。
⒁ 同書、5‒6頁。
⒂ 同上、6‒7頁。
⒃ 同上、8‒9頁。
⒄ 同上、11頁。„Die Übungen dieser beiden Seiten spielt der Schüler (nach Anleitung des Lehrers) 
anfangs auswendig. Wenn derselbe sich die wenigen nötigen Kenntnisse für die folgenden Stücke 
angeeignet hat, so kann man schon während dieser Anschlagsübungen mit den folgenden Seiten 
beginnen. Weitern Stoff zu Fingerübungen (welche anfangs auch auswendig gespielt werden können) 
findet man am Schlusse dieser Vorschule im Anhang.“訳すと、「生徒は両ページの練習曲を（教師
の導きにより）先ず暗譜で弾きます。次に続く楽曲のための必要最小限の知識を獲得できたの
ち、この練習曲を練習しながら先に進むことができます。次のレベルの指の練習は、巻末に補
遺されています（やはり暗譜で弾かれるべきものです）。」
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⒅ 同上、10頁。„Jeder Finger muß genau in dem Augenblicke aufgehoben werden, in welchem der 
nächstfolgende anschlägt. Die Bewegung der Finger muß gleichmäßig, bestimmt und anfangs langsam 
geschehen. Der Anschlag darf nicht zu stark sein, damit die Hand und die Finger sich nicht jene 
krampfhafte Anspannung der Muskeln angewöhnen, welche ein schwerfälliges Spiel erzeugen. Jede 
Nummer muß so oft wiederholt werden, bis der Lehrer zufrieden ist.“訳すと「どの指も次の指が鍵
盤を押す瞬間に上げなければなりません。指の動きは均等で安定し、動き出しは静かであるべ
きです。打鍵は強すぎるべきではなく、強すぎると手や指が引きつるような筋肉の緊張が習慣
化し、演奏の困難さに繋がります。どの曲も指導者が満足するまで丹念に繰り返されるべきも
のです。」
⒆ „Die stillstehende Hand“のこと。ここでは安田（2012）の対訳を使用する。
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